
干
宝
易
注
の
特
徴

仲
　
畑

信

は
じ
め
に

　

『

周
易
』
解
釈
史
を
顧
み
る
と
、
漢
代
に
は
象
数
易
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
魏
の
王
弼
は
義
理
易
を
説
い
た
。
こ
の
二
つ

の

流
れ

を
承
け
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
易
学
は
如
何
な
る
特
徴
を
有
す
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　

本
稿
で
は
干
宝
易
注
の
特
徴
を
論
ず
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
は
多
く
の
易
注
が
著
さ
れ
た
。
し
か
し
、
完
全
な
形
で
現
在
に
伝
わ
る
の
は
、
王
弼
注
と
韓
康

伯
の
繋
辞
伝
以
下
の
注
の
み
で
あ
る
。
他
の
多
く
の
易
注
は
散
逸
し
て
、
『
周
易
正
義
』
『
経
典
釈
文
』
『
周
易
集
解
』
等
に
そ
の
一
部

が
、
多
く
の
場
合
、
僅
か
数
条
の
み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
く
注
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
易
注
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
易
注

に

つ

い
て

は
、
易
注
全
体
の
特
徴
を
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
干
宝
の
場
合
は
比
較
的
多
く
の
易
注
が

残
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
易
注
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
に
当
た
り
、
先
ず
、
干
宝
易
注
を
取
り
上
げ
る
。
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一
、

干
宝
の

生
涯

と
著
作

　
　

1
　
生
涯

　

『

晋
書
』
巻
八
十
二
は
、
『
三
国
志
』
を
撰
し
た
陳
寿
、
晋
の
歴
史
を
著
し
た
王
隠
・
虞
預
・
孫
盛
等
の
伝
を
載
せ
る
が
、
干
宝
の

伝
も
こ
こ
に
あ
る
。

　
　
干

宝
、
字
は
令
升
、
新
察
の
人
な
り
。
…
宝
少
く
し
て
学
に
勤
め
、
書
記
を
博
覧
し
、
才
器
を
以
て
召
さ
れ
て
著
作
蠣
と
為

　
　

る
。
杜
張
を
平
ぐ
る
に
功
有
り
、
爵
関
内
侯
を
賜
は
る
。
中
興
草
創
し
、
未
だ
史
官
を
置
か
ず
、
中
書
監
王
導
上
疏
し
て
曰
く
、

　
　
「

…
宜
し
く
史
官
を
備
へ
、
佐
著
作
郎
干
宝
等
に
敷
し
て
漸
く
撰
集
に
就
か
し
む
べ
し
」
と
。
元
帝
焉
を
納
る
。
宝
是
に
於
い

　
　
て

始
め

て

国
史
を
領
す
。
家
貧
し
き
を
以
て
、
求
め
て
山
陰
の
令
に
補
さ
れ
、
始
安
太
守
に
遷
る
。
王
導
請
ひ
て
司
徒
右
長
史

　
　
と
為
し
、
散
騎
常
侍
に
遷
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

生
卒
年
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
建
興
年
間
（
三
一
三
～
三
一
六
）
に
華
謹
が
干
宝
を
朝
に
推
薦
し
た
こ
と
、
杜
張
を
平
ら
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

の
が
建
興
三
年

三
二

五
）
で
あ
る
こ
と
、
史
官
設
置
が
建
武
元
年
（
三
一
七
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
干
宝
が
活
躍
し
た
の

は

西
晋
末
か

ら
東
晋
初
期
に
か
け
て
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
当
時
の
易
学
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
遡
っ
て
、
後
漢
の
時
代
は
、
鄭
玄
・
荷
爽
・
虞
翻
な
ど
所
謂
漢

代
象
数
易
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
経
文
の
一
字
一
句
の
根
拠
を
卦
の
形
な
ど
が
有
す
る
象
徴
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に

対

し
、
魏
の
王
弼
は
象
数
を
一
掃
し
て
専
ら
義
理
を
説
く
。
所
謂
義
理
易
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
弼
易
が
世
に
出
て
以
後
、
干
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宝
の

活
躍

し
た
晋
に
か
け
て
、
漢
易
と
王
弼
易
と
の
間
で
様
々
な
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
筍
融
と
王
弼
と
の
「
大
術
」
に

関
す

る
議
論
、
顧
栄
と
紀
謄
と
の
「
太
極
」
に
関
す
る
議
論
、
筍
顕
と
鍾
会
と
の
互
体
に
つ
い
て
の
議
論
、
筍
俣
と
筍
棄
と
の
象
数

に

対

す
る
賛
否
の
議
論
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
前
者
が
漢
易
の
立
場
に
立
ち
、
後
者
が
王
弼
易
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
そ

れ
の

正
当
性
を
主
張
し
た
。

　

こ
の
漢
代
象
数
易
と
王
弼
義
理
易
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
干
宝
の
易
学
は
、
漢
易
の
一
つ
で
あ
る
京
氏
易

に

属
す

る
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
干
宝
の
漢
易
諸
技
法
に
よ
る
易
解
釈
を
通
覧
し
、
そ
の
特
徴
を
考
え
、
干
宝
の
易
解
釈
が
京
房

に

基
づ
く
か
否
か
を
、
先
ず
考
察
す
る
。

　

　
2
　
著
作

　
易
注
に

つ

い
て

は
、
『
晋
書
』
本
伝
に
、

　
　
周
易
・
周
官
に
注
す
る
こ
と
凡
そ
数
十
篇
。

と
あ
る
。
『
晴
書
』
経
籍
志
・
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
・
『
新
唐
書
』
芸
文
志
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
惰
志
・
旧
唐
志
・
新
唐
志
と
略
す
）
及
び

『

経
典
釈
文
』
序
録
は
い
ず
れ
も
十
巻
と
す
る
。
ま
た
、
胡
一
桂
『
周
易
啓
蒙
翼
伝
』
中
篇
易
学
伝
注
に
、

　
　
干
宝
周
易
伝
十
巻
、
復
た
交
義
一
巻
を
別
出
す
。
宣
和
四
年
（
＝
二
二
）
、
察
仮
其
の
書
を
上
り
て
曰
く
…

と
あ
り
、
そ
の
後
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
は
、
李
鼎
昨
『
周
易
集
解
』
に
百
六
条
、
『
経
典
釈
文
』
に
十
七
条
の
注
が
残
っ

　
　
　
　
　

て

い

る
。
『
易
義
別
録
』
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
等
に
輯
本
が
あ
る
。

　
ま
た
、
干
宝
は
易
論
も
著
し
た
。
晴
志
に
は
、
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梁
有
周
易
宗
塗
四
巻
　
干
宝
撰
　
亡

　
　
梁
有
周
易
問
難
二
巻
　
王
氏
撰
　
亡

　
　
周
易
玄
品
二
巻

　
　
周
易
交
義
一
巻
　
干
宝
撰

と
あ
る
。
新
旧
唐
志
は
、

　
　
周
易
交
義
一
巻
　
干
宝
撰

の

み

を
著
録
す
る
。
『
冊
府
元
亀
』
巻
六
〇
五
学
校
部
注
釈
一
は
、
『
問
難
』
『
玄
品
』
『
交
義
』
を
干
宝
の
易
論
と
す
る
。
さ
ら
に
、

『

経
義
考
』
巻
十
一
は
、
干
宝
の
易
論
と
し
て
、

　
　
周
易
宗
塗
　
七
録
四
巻
　
侠

　
　
周
易
交
義
　
惰
志
一
巻
　
侠

　
　
周
易
問
難
　
二
巻
　
供

　
　
周
易
玄
品
　
二
巻
　
侠

を
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
按
ず
る
に
晴
志
周
易
玄
品
二
巻
、
撰
人
の
姓
名
を
注
せ
ず
、
当
に
即
ち
干
氏
の
書
た
る
べ
し
。
又
、
王
氏
周
易
問
難
二
巻
有
り
、

　
　
疑
ふ

ら
く
は
干
を
調
り
て
王
と
為
す
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　

以
上
の
資
料
に
よ
り
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
『
宗
塗
』
『
問
難
』
『
玄
品
』
『
交
義
』
の
四
論
を
干
宝
の
易
論
と
し
て
お
く
。

　

こ
の
四
論
の
う
ち
、
『
宗
塗
』
『
問
難
』
の
二
論
は
晴
志
が
既
に
「
亡
」
と
言
い
、
『
玄
品
』
は
唐
志
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
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に

対

し
『
交
義
』
は
新
旧
唐
志
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
引
用
し
た
『
周
易
啓
蒙
翼
伝
』
に
よ
れ
ば
、
『
交
義
』
は
北
宋
末

ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
交
義
』
の
み
が
遅
く
ま
で
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
干
宝
の
易
学
の
特

徴
を
考
え
る
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

『

周
易
』
以
外
の
経
書
に
関
す
る
著
作
も
多
い
。

　
　
詩
音

（七
録
一
巻
・
『
経
典
釈
文
』
序
録
）

　
　
周
官
注
（
『
晋
書
』
本
伝
・
階
唐
志
十
二
巻
・
『
経
典
釈
文
』
序
録
十
三
巻
）

　
　
周
官
駁
難
（
七
録
三
巻
・
新
旧
唐
志
五
巻
）

　
　
周
官
音
（
『
魏
書
』
巻
五
十
五
劉
芳
伝
）

　
　
左
伝
注
（
『
晋
書
』
本
伝
『
春
秋
左
氏
義
外
伝
』
・
階
志
『
春
秋
左
氏
函
伝
義
』
十
五
巻
・
新
旧
唐
志
『
春
秋
義
函
伝
』
十
六
巻
）

　
　
春
秋
序
論

（惰
志
二
巻
・
新
旧
唐
志
一
巻
）

こ
れ
ら
は
全
て
散
逸
し
、
『
周
官
注
』
以
外
は
ほ
と
ん
ど
侠
文
も
残
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
他
、
干
宝
の
代
表
的
著
作
と
し
て
、
西
晋
の
歴
史
を
記
し
た
『
晋
紀
』
（
惰
志
二
十
三
巻
、
新
旧
唐
志
二
十
二
巻
）
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

晋
紀
』
に
つ
い
て
、
『
三
国
志
』
斐
松
之
注
は
虚
錯
が
ま
ま
有
る
と
指
摘
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、
『
晋
書
』
本
伝
は
、

　
　
其
の
書
は

簡
略
、
直
に
し
て
能
く
碗
、
威
な
良
史
と
称
す
。

と
言
う
。
ま
た
、
『
文
選
』
巻
四
十
九
は
「
晋
紀
総
論
」
と
「
晋
紀
論
晋
武
帝
革
命
」
の
二
論
を
載
せ
る
。
『
晋
書
』
も
西
晋
の
帝
紀

の

総
括

と
し
て
「
晋
紀
総
論
」
を
引
用
す
る
。
一
方
、
『
梁
書
』
巻
四
十
九
劉
昭
伝
に
は
、
劉
昭
の
伯
父
彫
が
『
晋
紀
』
に
注
し
た
と

　
ほ
り
　
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
晋
紀
』
に
対
す
る
評
価
は
一
般
的
に
高
い
。
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し
か
し
、
『
晋
紀
』
は
散
逸
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
史
書
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
劉
知
幾
『
史
通
』
が
『
晋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
　

紀
』
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
史
通
』
に
従
っ
て
『
晋
紀
』
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

　
六
家
篇
は
『
晋
紀
』
を
左
伝
家
に
分
類
し
、

　
　
左
伝
に
依
り
て
以
て
的
準
と
為
す
。

と
言
う
。
ま
た
、
申
左
篇
は
干
宝
が
『
左
伝
』
を
師
範
と
し
た
と
言
い
、
摸
擬
篇
は
『
晋
紀
』
が
『
左
伝
』
を
模
倣
し
た
具
体
例
を

挙
げ

る
。
さ
ら
に
、
煩
省
篇
引
く
干
宝
「
史
議
」
に
、

　
　
丘
明
は

能

く
三
十
巻
の
約
を
以
て
、
二
百
四
十
年
の
事
を
括
嚢
し
、
子
遺
有
る
靡
し
。
斯
れ
蓋
し
立
言
の
高
標
、
著
作
の
良
模

　
　
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
拠
れ
ば
『
晋
紀
』
は
『
左
伝
』
を
師
範
と
し
た
史
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『

左
伝
』
を
師
範
と
し
た
と
い
う
の
は
、
『
晋
紀
』
が
編
年
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
二
体
篇
）
、
ま
た
、
簡
略
な
書
で
あ
る
と
い

う
こ
と
（
煩
省
篇
引
く
干
宝
「
史
議
」
・
古
今
正
史
篇
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
晋
紀
』
が
『
左
伝
』
を
師
範
と
し
た
と
い
う
こ
と
の

よ
り
重
要
な
意
味
は
、
序
例
篇
の
次
の
一
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
夫
れ
史
の
例
有
る
は
、
猶
ほ
国
の
法
有
る
が
ご
と
し
。
国
に
法
無
く
ん
ば
、
則
ち
上
下
　
定
ま
る
靡
く
、
史
に
例
無
く
ん
ば
、

　
　
則

ち
是
非
　
準
莫
し
。
昔
夫
子
　
経
を
修
め
、
始
め
て
凡
例
を
発
す
。
左
氏
　
伝
を
立
て
、
其
の
区
域
を
顕
ら
か
に
す
。
科
条

　
　
一
弁
さ
れ
、
彪
柄
と
し
て
観
る
べ
し
。
降
り
て
戦
国
に
及
び
、
有
晋
に
迄
ぶ
。
年
五
百
を
途
え
、
史
才
乏
し
か
ら
ず
。
其

　
　
の

体
屡

し
ば
変
ず
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
斯
の
文
終
ひ
に
絶
ゆ
。
唯
令
升
（
干
宝
の
字
）
の
み
先
覚
し
、
遠
く
丘
明
を
述
べ
、
重

　
　
ね
て

凡
例

を
立
て
、
晋
紀
を
勒
成
す
。
…
史
例
中
興
し
、
斯
に
於
い
て
盛
ん
と
為
る
。
…
必
ず
其
の
滅
否
を
定
め
、
其
の
善
悪
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を
徴
ら
か
に
す
る
に
、
干
宝
・
萢
曄
、
理
　
切
に
し
て
功
多
し
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
『
晋
紀
』
は
、
『
左
伝
』
の
是
非
善
悪
を
顕
ら
か
に
す
る
「
凡
例
」
を
中
興
し
た
歴
史
書
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
『
左

伝
』
を
師
範
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
善
悪
を
顕
ら
か
に
す
る
、
つ
ま
り
勧
善
懲
悪
と
い
う
こ
と
は
、
『
孟
子
』
縢
文
公
下
に
「
孔
子
　
春
秋
を
成
し
て
、
乱
臣

賊
子
懐

る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
『
春
秋
』
と
結
び
付
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
干
宝
が
『
左
伝
』
を
師
範
と
す
る
と
い
う
こ
と
と

整
合

し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
史
通
』
申
左
篇
は
、
『
春
秋
』
に
は
隠
謹
が
多
く
、
そ
の
本
事
は
大
半
が
実
を
失
っ
て

い

る
と
し
、
続
い
て
、

　
　
斯
の

義
の
作
る
を
尋
ぬ
る
や
、
蓋
し
是
れ
周
礼
の
故
事
、
魯
国
の
遺
文
に
し
て
、
夫
子
因
り
て
之
を
修
む
る
も
、
亦
旧
制
を
存

　
　
す

る
の
み
。
実
録
に
至
り
、
之
を
丘
明
に
付
し
、
用
て
善
悪
を
し
て
畢
く
彰
ら
か
に
し
、
真
偽
を
し
て
尽
く
露
は
な
ら
し
む
。

　
　
も
し
孔
経
独
り
用
ゐ
ら
れ
、
左
伝
作
ら
れ
ず
ん
ば
、
則
ち
当
代
の
行
事
、
安
く
ん
ぞ
得
て
詳
ら
か
に
せ
ん
や
。

と
言
う
。
要
す
る
に
、
『
史
通
』
は
、
善
悪
を
顕
ら
か
に
す
る
と
い
う
事
に
関
し
、
「
実
録
」
で
あ
る
『
左
伝
』
を
『
春
秋
』
よ
り
高

　
　
　
　
　
ロ
　

く
評
価
す
る
。
従
っ
て
、
『
史
通
』
が
、
『
晋
紀
』
は
『
左
伝
』
を
師
範
と
し
た
と
言
う
こ
と
の
最
も
重
要
な
意
味
は
、
『
晋
紀
』
が
「
実

録
」
、
つ
ま
り
事
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
記
録
に
基
づ
い
て
、
そ
の
善
悪
を
顕
ら
か
に
し
た
史
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
勧
善
懲
悪
と
い
う
中
国
の
伝
統
的
史
学
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
『
晋
紀
』
は
こ
の
勧
戒
史
学
を
受
け
継
い
だ
出
色
の
歴
史
書

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

『

晋
紀
』
と
並
ぶ
干
宝
の
代
表
的
著
作
と
し
て
、
怪
異
を
記
し
た
『
捜
神
記
』
（
惰
唐
志
三
十
巻
）
が
あ
る
。
『
捜
神
記
』
は
、
現

在
で

は
子
部
小
説
家
類
に
分
類
さ
れ
る
が
、
惰
志
・
旧
唐
志
は
史
部
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
惰
志
は
、
「
鬼
物
奇
怪
の
事
を
序
」
す
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る
こ
と
な
ど
が
、
「
史
官
の
末
事
」
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
『
史
通
』
雑
述
篇
は
、
『
捜
神
記
』
を
史
書
の
流
れ
に
あ
る
「
雑
記
」
に

類
別
す

る
。
さ
ら
に
、
『
晋
書
』
本
伝
に
、
干
宝
が
『
捜
神
記
』
を
劉
懐
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
劉
淡
は
、

　
　
卿
は
鬼
の
董
狐
と
謂
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
シ

と
言
っ
た
、
と
あ
る
。
董
狐
と
は
春
秋
時
代
の
晋
の
人
で
、
史
官
の
鏡
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
当
時
の
人
々
が
『
捜

神
記
』
を
史
書
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
『
晋
書
』
本
伝
引
く
『
捜
神
記
』
序
に
お
い
て
、
干
宝
は
事
実
の
正
確
な
記
述
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
繰
り
返
し
説

く
。
例
え
ば
、
『
春
秋
』
桓
公
十
六
年
十
一
月
の
「
衛
侯
朔
出
奔
斉
」
の
解
釈
が
『
左
伝
』
と
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
伝
』
と
で
異
な
る

こ
と
、
太
公
望
呂
尚
が
周
の
文
王
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
『
史
記
』
斉
太
公
世
家
が
両
説
を
存
し
て
い
る
こ
と
を

取
り
上
げ
、

　
　
聞
見
の
一
な
り
難
き
こ
と
、
由
来
　
尚
し
。

と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
事
実
の
正
確
な
記
述
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
繰
り
返
し
説
く
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
『
捜
神

記
』
を
撰
し
た
意
図
が
実
際
に
起
き
た
怪
異
な
事
件
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
図

を
以
て
書
か
れ
た
『
捜
神
記
』
は
、
正
に
史
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
『

晋
書
』
の
伝
の
立
て
ら
れ
か
た
か
ら
も
、
ま
た
、
国
史
を
領
し
た
こ
と
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
干
宝
は
歴
史
家
で
あ
る
。
干

宝

は
歴
史
家
と
し
て
『
晋
紀
』
『
捜
神
記
』
な
ど
の
史
書
を
著
し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
『
周
易
』
『
毛
詩
』
『
周
官
』
『
左
伝
』
な
ど

経
書
に

関
わ
る
著
作
も
あ
る
。
こ
の
経
学
と
史
学
と
の
関
係
を
『
周
易
注
』
に
よ
り
考
え
る
こ
と
が
、
本
稿
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
。
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二
、
漢
易
諸
技
法
に
よ
る
易
解
釈

　
㈲
納
甲
（
納
甲
応
時
・
納
甲
応
情
・
十
二
支
の
五
行
配
当
・
卦
身
・
六
親
福
徳
）

　
　
　
　
　
ロ
　

納
甲
法
と
は
、
十
干
十
二
支
を
八
卦
の
六
交
に
納
入
す
る
法
で
あ
る
。
納
入
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

艮離攻巽震坤乾

鶏腎麟藷義上
辞昊窟舗詩五
丁丙己戊辛庚癸壬　　　　　　　　四亥戌酉申未午丑午
丁丙己戊辛庚乙甲二
丑申亥午酉辰卯辰一

元卑露鑓旨墨二

芭震瀦辞柔里初

　
干
宝
が
納
甲
法
を
用
い
る
例
を
あ
げ
る
。

　
　
初
六
戊
寅
（
蒙
初
六
注
）

蒙
初
六
は
戊
寅
を
納
め
る
。
こ
れ
は
蒙
三
の
下
卦
が
吹
で
あ
り
、

攻
初
六
が
戊
寅
を
納
め
る
か
ら
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
納
甲
法
は
交
と
干
支
と
を
結
び
つ
け
る
。
し
か
し
、
交
と
干
支
と
が
結
合
し
た
だ
け
で
は
経
伝
の
解
釈
と
は
な
り
に

く
い
。
そ
こ
で
、
干
宝
は
納
甲
法
を
基
と
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
経
伝
を
解
く
。
以
下
に
其
の
例
を
あ
げ
る
。

　
先
ず
、
「
納
甲
応
時
」
が
あ
る
。

　
　
初
六
戊
寅
、
平
明
の
時
、
天
光
始
め
て
照
ら
す
。
故
に
曰
く
、
蒙
を
発
す
、
と
。
（
蒙
初
六
注
）

蒙
初
六

は
戊
寅
を
納
め
（
納
甲
法
）
、
寅
は
時
刻
で
い
え
ば
午
前
四
時
過
ぎ
、
平
明
（
あ
け
が
た
）
の
時
に
あ
た
る
。
平
明
の
時
、
日

の

光
が
地
上

を
照
ら
し
始
め
る
。
こ
の
夜
明
け
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、
「
発
蒙
」
と
い
う
交
辞
を
解
く
。

　
第
二
は
、
漢
の
翼
奉
の
説
い
た
「
納
甲
応
情
」
で
あ
り
、
『
漢
書
』
巻
七
十
五
翼
奉
伝
に
そ
の
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
北
方
の
情
は
好
な
り
、
好
に
し
て
貧
狼
を
行
な
ふ
、
申
子
之
を
主
る
。
東
方
の
情
は
怒
な
り
、
怒
に
し
て
陰
賊
を
行
な
ふ
、
亥

　
　
卯
之

を
主
る
。
…
南
方
の
情
は
悪
な
り
、
悪
に
し
て
廉
貞
を
行
な
ふ
、
寅
午
之
を
主
る
。
西
方
の
情
は
喜
な
り
、
喜
に
し
て
寛

　
　
大

を
行
な
ふ
、
巳
酉
之
を
主
る
。
…
上
方
の
情
は
楽
な
り
、
楽
に
し
て
姦
邪
を
行
な
ふ
、
辰
未
之
を
主
る
。
下
方
の
情
は
哀
な

　
　
り
、
哀
に
し
て
公
正
を
行
な
ふ
、
戌
丑
之
を
主
る
。

　
干
宝

は
、
こ
の
説
に
よ
り
経
伝
を
解
く
。

　
　
攻

は
法
律
た
り
、
寅
は
貞
廉
た
り
、
貞
を
以
て
刑
を
用
ふ
。
故
に
用
っ
て
人
を
刑
す
る
に
利
あ
り
。
（
蒙
初
六
注
）

蒙
初
六
は
寅
を
納
め
（
納
甲
法
）
、
そ
の
寅
は
納
甲
応
情
に
よ
り
「
貞
廉
」
を
主
る
。
干
宝
は
、
蒙
の
下
卦
の
攻
の
象
「
法
律
」
と
、

納

甲
1
納
甲
応
情
に
よ
り
導
き
だ
さ
れ
た
初
六
の
性
質
「
貞
廉
」
と
か
ら
、
交
辞
「
利
用
刑
人
」
を
解
く
の
で
あ
る
。

　
納
甲
法
を
発
展
さ
せ
て
経
伝
を
解
く
第
三
は
、
十
二
支
の
五
行
配
当
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

寅
・
卯
　
　
木
　
　
　
巳
・
午
　
　
火
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丑
・
辰
・
未
・
戌
　
　
土

　

申
・
酉
　
　
金
　
　
　
亥
・
子
　
　
水

　

こ
の
配
当
に
よ
り
経
文
を
解
く
例
を
あ
げ
る
。

　

井
の

下
に

在

り
、
体
は
本
　
土
の
交
。
故
に
泥
と
日
ふ
な
り
。
（
井
初
六
注
）

こ
の
注
は
、
交
辞
が
「
泥
」
と
言
う
理
由
を
解
く
。
そ
の
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
干
宝
は
、
井
初
六
が
辛
丑
を
納
め
（
納
甲
法
）
、
丑

は
五
行
に
配
当
す
る
と
土
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
井
初
六
が
「
土
の
交
し
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
。

次

に
、
「
卦
身
」
が
あ
る
。

　

六
二
は
木
の
交
、
震
の
身
な
り
。
（
震
六
二
注
）

震
六
二

は
庚
寅
を
納
め
（
納
甲
法
）
、
寅
は
木
に
配
当
さ
れ
る
か
ら
、
震
六
二
は
木
の
交
と
な
る
。
一
方
、
八
卦
も
五
行
に
配
当
さ

れ
、　

震
・
巽
　
　
木
　
　
離
　
　
　
火

　

坤
・
艮
ー
土
　
　
乾
・
分
　
　
金

　

炊

　
　
　
水

震

は
木
に
配
当
さ
れ
る
。
こ
の
震
六
二
の
よ
う
に
、
交
が
配
当
さ
れ
る
五
行
と
卦
が
配
当
さ
れ
る
五
行
と
が
一
致
す
る
交
を
「
卦
身
」

と
い
う
。

　
最
後
に
、
「
六
親
福
徳
」
が
あ
る
。

　

六
三
乙

卯
、
坤
の
鬼
吏
な
り
。
（
比
六
三
注
）
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比
六
三

は
乙
卯
を
納
め
（
納
甲
法
）
、
卯
は
五
行
に
配
当
す
る
と
木
と
な
る
。
一
方
、
後
に
詳
述
す
る
世
応
説
に
よ
れ
ば
、
比
卦
は
坤

卦

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
そ
の
坤
は
五
行
に
配
当
す
る
と
土
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
納
甲
　
十
二
支
の
五
行
配
当
に

よ
り
導
き
だ
さ
れ
た
五
行
（
A
と
す
る
）
と
、
世
応
説
－
八
卦
の
五
行
配
当
に
よ
り
導
き
だ
さ
れ
た
五
行
（
B
と
す
る
）
と
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
五
行
の
関
係
に
よ
り
、
交
に
次
の
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。

　
　

A
が
B
に
剋
つ
ー
鬼
　
　
A
が
B
を
生
む
ー
父
母

　
　

B
が
A
に
剋
つ
ー
財
　
　
B
が
A
を
生
む
i
子
孫

　
　

A
と
B
と
が
同
じ
1
兄
弟

例
に

あ
げ
た
比
六
三
の
場
合
、
A
は
木
、
B
は
土
で
あ
り
、
木
は
土
に
剋
つ
、
つ
ま
り
、
A
が
B
に
剋
つ
か
ら
「
鬼
」
と
な
る
。
従
っ

て
、
干
宝
は
「
坤
の
鬼
吏
な
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　
㈲
交
位

　
先
ず
、
卦
の
六
交
に
あ
る
特
定
の
意
味
を
持
た
せ
る
解
釈
法
が
あ
る
。
『
易
緯
乾
馨
度
』
巻
上
に
、

　
　
初
は

元
士

た
り
、
二
は
大
夫
た
り
、
三
は
三
公
た
り
、
四
は
諸
侯
た
り
、
五
は
天
子
た
り
、
上
は
宗
廟
た
り
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
干
宝
も
こ
れ
を
用
い
る
。

　
　
険
の
中
に
在
り
、
王
位
に
当
た
る
。
故
に
曰
く
、
大
菱
、
と
。
（
養
九
五
注
）

こ
の
注
は
五
日
天
子
（
王
）
に
よ
る
。
ま
た
、
師
上
六
注
は
上
‖
宗
廟
に
よ
り
解
釈
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
干
宝
は
、

　
　
陽

降
り
て
四
に
在
り
、
三
公
の
位
な
り
。
陰
升
り
て
三
に
在
り
、
三
公
の
事
な
り
。
上
其
の
権
を
失
ひ
、
位
は
諸
侯
に
在
り
。
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（坤
六
三
注
）

　
　
四

は
三
公
た
り
。
（
比
六
四
注
）

と
言
う
。
つ
ま
り
干
宝
は
三
”
諸
侯
・
四
日
三
公
と
す
る
。
こ
れ
は
三
1
1
三
公
・
四
1
1
諸
侯
と
す
る
一
般
的
な
説
と
異
な
り
、
干
宝

易
注
の
特
異
な
点
で
あ
る
。
な
お
、
初
交
と
第
二
交
に
つ
い
て
は
現
在
残
る
干
宝
の
易
注
の
中
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
交
位
そ
の
も
の
に
よ
る
解
釈
も
あ
る
。

　
　
井
の

上
位
に

処
り
、
瓶
に
在
る
の
水
な
り
。
故
に
曰
く
、
井
収
ま
る
、
と
。
（
井
上
六
注
）

上
六
は

井
卦
の

最
上
位
で

あ
る
の
で
、
瓶
に
よ
り
汲
み
上
げ
ら
れ
た
水
と
な
る
。

　
他
に
、
次
の
よ
う
な
交
位
に
よ
る
解
釈
も
あ
る
。

　
　
剛
中
に
し
て
応
ず
、
故
に
孚
あ
る
な
り
。
（
升
九
二
注
）

　
　
正
を
得
て
応
有
り
、
君
子
の
象
な
り
。
（
革
上
六
注
）

　
　
初
二
は
位
を
失
す
、
吝
の
由
な
り
。
（
蒙
初
六
注
）

升
九

二
注

は
「
中
」
「
応
」
に
よ
り
、
革
上
六
注
は
「
正
位
」
「
応
」
に
よ
り
、
蒙
初
六
注
は
「
失
位
」
に
よ
り
解
釈
し
て
い
る
。

一 41一

　
　
ω
互
体

　
　
益
の
家
に
在
り
て
、
坤
の
中
に
居
る
。
（
益
六
三
注
）

「

坤
の

中
」
と
は
、
六
三
が
益
卦
三
の
第
二
交
よ
り
第
四
交
に
至
る
互
体
坤
の
中
に
位
置
す
る
、

体
を
用
い
る
例
で
あ
る
。

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
干
宝
が
互



　
　
㈹
卦
象

　
　
離

は
父
兵
た
り
、
故
に
「
伐
」
と
称
す
。
（
既
済
九
三
注
）

こ
の
注
は
、
交
辞
「
高
宗
伐
鬼
方
」
の
「
伐
」
と
い
う
経
文
の
根
拠
と
し
て
既
済
の
下
卦
離
の
象
「
文
兵
」
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
次

の

よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
　
初
二
の
体
巽
、
草
木
た
り
、
二
は
又
田
た
り
。
田
中
の
果
、
柔
ら
か
に
し
て
蔓
あ
る
者
、
瓜
の
象
な
り
。
（
垢
九
五
注
）

こ
れ
は
、
交
辞
「
以
杞
苞
瓜
」
の
「
瓜
」
の
根
拠
を
垢
下
卦
巽
の
象
「
草
木
」
に
よ
り
解
く
。
し
か
し
、
「
草
木
」
は
下
卦
巽
の
象
で

あ
り
、
九
五
交
辞
に
「
瓜
」
と
あ
る
こ
と
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
⑧
後
天
方
位

後
天
方
位
は
、
説
卦
伝
に
基
づ
く
。

　
　
震

ー
東
　
巽
ー
東
南
　
離
ー
南
　
坤
ー
西
南

　
　
分
ー
西
　
乾
ー
西
北
　
炊
i
北
　
艮
ー
東
北

　
干
宝
が
後
天
方
位
に
よ
る
例
を
あ
げ
る
。

　
　
鬼
方
は
北
方
の
国
な
り
。
…
炊
は
北
方
に
当
る
、
故
に
「
鬼
」
と
称
す
。
（
既
済
九
三
注
）

こ
の
注
は
、
交
辞
が
「
鬼
方
」
と
言
う
理
由
を
後
天
方
位
に
よ
り
解
く
。
な
お
、
攻
は
既
済
の
上
卦
で
あ
る
。

に

上
卦
の

吹
に
よ
る
の
は
お
か
し
い
。
こ
の
よ
う
な
不
合
理
さ
は
、
卦
象
に
よ
る
解
釈
に
も
見
ら
れ
た
。

九

三
交
辞
を
解
く
の
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ω
世
応

（世
交
・
起
月
）

　
世
応
説

は
、
六
十
四
卦
を
八
組
に
分
け
る
。
各
組
の
中
心
と
な
る
卦
（
乾
坤
震
巽
攻
離
艮
分
）
を
本
宮
と
言
う
。
乾
の
組
（
「
乾
宮
」

と
言
う
）
に
は
、
乾
＝
＝
＝
（
本
宮
）
・
垢
三
二
一
世
）
・
遜
≡
一
＝
（
二
世
）
・
否
＝
三
（
三
世
）
・
観
一
三
＝
（
四
世
）
・
剥
三
ス
五
世
）
・
晋
三
＝
（
遊

魂
）
・
大
有
「
三
＝
（
帰
魂
）
の
八
卦
が
属
す
る
。
一
世
か
ら
五
世
ま
で
は
、
初
交
か
ら
第
五
交
ま
で
順
に
一
交
ず
つ
交
の
陰
陽
が
変
化
す

る
。
上
交
ま
で
変
化
す
る
と
坤
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
下
に
返
り
第
四
交
が
再
び
変
化
し
て
遊
魂
に
な
り
、
次
は
第
三
・
二
・
初

交
が
全
て
変
化
し
て
帰
魂
に
な
る
。
帰
魂
は
第
五
交
が
変
化
し
て
再
び
本
宮
に
帰
る
。
他
の
宮
も
同
じ
理
論
に
よ
る
。

　
干
宝
が
世
応
説
に
よ
り
経
伝
を
解
く
例
を
あ
げ
る
。

　
　
初

は
剛
躁
の
家
に
居
り
、
倉
狼
の
性
を
体
し
、
震
を
以
て
巽
を
掩
ふ
、
強
暴
の
男
な
り
。
（
艇
瞳
初
九
注
）

嘘
嘘

は
巽
宮
五
世
の
卦
で
あ
り
、
本
宮
の
巽
≡
が
瞳
嗜
三
に
変
化
し
た
。
こ
の
変
化
に
よ
り
下
卦
が
巽
か
ら
震
に
変
化
し
た
。
こ
の

変
化

を
干
宝
は
「
震
を
以
て
巽
を
掩
う
」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
、
説
卦
伝
に
よ
れ
ば
、
震
は
長
男
で
巽
は
長
女
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

陽
交
陽
位
「
剛
」
、
下
卦
震
の
象
「
躁
」
、
納
甲
応
情
に
よ
る
性
格
「
倉
狼
」
と
を
合
わ
せ
考
え
、
初
九
を
「
強
暴
な
男
」
と
す
る
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
世
応
説
の
一
部
と
し
て
、
「
世
交
」
が
あ
る
。
世
交
と
は
、
世
応
説
に
お
い
て
、
各
卦
を
代
表
す
る
交
で
あ
る
。
本
宮
の
卦

は
、
不
変
の
上
交
を
世
交
と
す
る
。
そ
の
他
の
卦
は
変
化
し
た
交
を
世
交
と
す
る
。
な
お
、
帰
魂
は
第
三
交
を
世
交
と
す
る
。

　
干
注
が
世
交
に
よ
る
例
を
あ
げ
る
。

　
　
豊

は
吹
宮
の
陰
、
世
は
五
に
在
り
。
其
の
中
に
宜
し
き
を
以
て
、
其
の
戻
く
を
憂
ふ
る
な
り
。
（
曲
豆
卦
辞
注
）
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豊
卦
は
炊
宮
五
世
の
卦
で
あ
り
、
第
五
交
が
世
交
と
な
る
。
そ
の
第
五
交
は
上
卦
の
中
を
得
て
い
る
か
ら
、
「
其
の
中
に
宜
し
」
。
し

か

し
、
い
つ
ま
で
も
五
世
に
留
ま
る
訳
で
は
な
く
や
が
て
遊
魂
へ
と
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
世
交
も
中
を
失
す
る
。
故
に
「
目
灰
（
か

た
む
）
く
を
憂
ふ
」
。
世
交
に
基
づ
く
豊
卦
卦
辞
「
勿
憂
、
宜
日
中
」
の
解
釈
で
あ
る
。

　
ま
た
、
世
応
説
に
よ
り
各
卦
を
月
に
対
応
さ
せ
る
「
起
月
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
月
へ
の
対
応
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
世

　
二
世

　
三
世
・
帰
魂

　
四

世
・
遊
魂

　
五
世

　
本
宮

干
宝
注
に
は
、

十九八七六五陰
月月月月月月

陽十
一
月

十
二
月

正
月

二
月
三
月

四
月

　
　
　
　
　
　
　
例
え
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
蒙
な
る
者
は
離
宮
の
陰
な
り
、
世
は
四
に
在
り
、
八
月
の
時
な
り
。
（
蒙
卦
辞
注
）

蒙
卦
は
離
宮
四
世
の
陰
で
、
八
月
に
対
応
す
る
。
以
下
、
干
宝
は
蒙
が
八
月
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
卦
の
意
味
を
解
く
。

一
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⑧
消
息

消
息
説
は
陰
陽
消
息
に
基
づ
く
象
数
説
で
あ
る
。

そ
の
中
の
十
二
消
息
卦
は
、
陰
陽
消
息
を
基
に
十
二
の
卦
を
十
二
ヵ
月
に
配
当



す

る
。
干
宝
は
こ
の
十
二
消
息
卦
を
乾
坤
両
卦
の
十
二
交
に
対
応
さ
せ
る
。

　
　
乾
　
　
初
九
　
　
　
復
　
　
三
＝

　
　
乾
　
　
九
二
　
　
　
臨
　
　
＝
≡

　
　
乾

九
三

　

泰

≡

≡

　
　
乾
　
　
九
四
　
　
　
大
壮
三
＝

　
　
乾
　
　
九
五
　
　
　
央
　
　
三
～

　
　
乾
　
　
上
九
　
　
　
乾
　
　
三
＝

　
　
坤
　
　
初
六
　
　
　
垢
　
　
≡
≡

　
　
坤
　
　
　
六
二
　
　
　
　
遜
　
　
＝
二
＝

　
　
坤
　
　
　
］
ハ
三
　
　
　
　
否
　
　
＝
＝
＝

　
　
坤
　
　
六
四
　
　
　
観
　
　
言
‥

　
　
坤

六
五

　

剥
＝
三

　
　
坤
　
　
上
六
　
　
　
坤

十
二
消
息
卦
が
陰
陽
消
息
に
基
づ
く
よ
う
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
、
乾
初
九
で
陽
気
が
初
交
に
生
ま
れ
、
次
第

に

陽
気
が
上
に

進

み
、
乾
上
九
に
至
り
六
交
が
皆
陽
に
な
り
乾
が
完
成
す
る
。
次
い
で
、
坤
初
六
で
陰
気
が
初
交
に
生
じ
、
今
度
は

陰
気
が
次
第
に
上
に
進
ん
で
、
坤
上
六
で
六
交
が
全
て
陰
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
陽
気
が
生
ま
れ
、
陰
気
が
衰
え
、
循
環
を
繰
り

返

す
。
こ
の
陰
陽
消
息
に
基
づ
く
変
化
に
よ
り
、
干
宝
は
易
を
解
釈
す
る
。

十
一
月

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月
六
月

七
月

八
月

九
月
十
月

一
45　一



　
　
陰
升

り
て
三
に
在
り
、
…
坤
の
体
既
に
具
は
り
、
陰
党
群
を
成
し
、
君
弱
く
臣
強
し
。
（
坤
六
三
注
）

　
　
ω
卦
気

　
卦
気
説
と
は
、
卦
交
を
十
二
月
二
十
四
気
等
の
暦
に
結
合
さ
せ
る
説
で
、
「
六
日
七
分
」
と
も
言
う
。
干
宝
は
卦
を
専
ら
月
に
対
応

さ
せ
る
。
例
え
ば
、

　
　
而
し
て
息
来
し
て
寅
に
在
り
。
（
蒙
卦
辞
注
）

と
言
う
。
こ
れ
は
、
卦
気
説
に
よ
れ
ば
蒙
卦
は
正
月
（
寅
）
に
当
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
干
宝
は
こ
の
後
、
蒙
卦
が
正
月
に
当

る
こ
と
に
よ
り
、
蒙
卦
が
物
の
稚
き
様
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
を
解
く
。

　
　
ω
卦
変

　

『

易
義
別
録
』
は
、
干
宝
の
乾
初
九
注
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
、
「
干
に
卦
変
の
例
無
し
」
と
言
う
。
し
か
し
、
干
宝
の
注
に
は
、

卦
変
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
と
も
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
は
、

　
　
帰
妹

な
る
者
は
衰
落
の
女
な
り
。
父
は
既
に
没
し
、
兄
は
其
の
礼
を
主
り
、
子
は
父
の
業
を
続
ぐ
。
人
道
の
相
終
始
す
る
所
以

　
　
な
り
。
（
帰
妹
象
伝
注
）

『

周
易
集
解
』
引
く
虞
翻
注
に
拠
る
と
、
帰
妹
＝
三
は
、
泰
≡
≡
の
三
が
四
に
之
く
卦
で
あ
る
。
こ
の
変
化
に
よ
り
、
泰
下
卦
の
乾
（
父
）

が

消
え
、
帰
妹
上
卦
に
震
（
長
男
）
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
干
宝
は
「
父
は
既
に
没
し
、
兄
は
其
の
礼
を
主
り
、
子
は
父

業
を
続
ぐ
」
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
卦
変
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
注
は
、
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一
陰
乾
に
升
る
、
故
に
曰
く
、
一
矢
、
と
。
（
旅
六
五
注
）

こ
れ
は
交
辞
「
一
矢
」
の
由
来
を
解
く
注
で
あ
る
。
同
じ
く
虞
翻
の
注
に
拠
る
と
、

干
宝

は
こ
の
変
化
を
「
一
陰
乾
に
升
る
」
と
表
現
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

旅
三
ほ
、
否
＝
三
の
三
が
五
に
之
く
卦
で
あ
る
。

　
以
上

が
、
干
宝
の
用
い
る
漢
易
諸
技
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
周
易
集
解
』
は
干
宝
易
注
を
百
六
条
引
く
が
、
そ
の
内
六
十
四
卦

の

注
は

八
十
三
条
あ
る
。
今
、
そ
の
八
十
三
条
の
注
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
列
挙
し
た
諸
技
法
が
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
出
て
く
る
か

を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
㈲
納
甲

　
　
㈲
交
位

　
　
ω
互
体

　
　
㈹
卦
象

　
　
回
後
天
方
位

こ
の
よ
う
に
、

　
十
二
条

三
十
五
条

　
　
三
条

二
十
九
条

　
　
二
条

（i）

卦
変

（h）　（9）　（f）

卦消　世
気息、応

　
九
条

十
五
条

　
四
条

　

二
条

　
　
　
　
　

交
位
・
卦
象
・
消
息
・
納
甲
・
世
応
が
干
宝
の
易
解
釈
の
中
心
を
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
易
解
釈
法
を
中
心
と
す

る
干
宝
易
注
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
納
甲
は
、
「
卦
」
で
は
な
く
「
交
」
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。
納
甲
応
時
に
よ
る
「
平
明
の
時
」
と
は
蒙
卦
が
相
当
す
る
時
で

は
な
く
蒙
初
六
が
相
当
す
る
時
で
あ
る
。
納
甲
応
情
に
よ
る
「
貞
廉
」
「
貧
狼
」
と
い
う
性
格
は
卦
の
有
す
る
性
格
で
は
な
く
交
の
有

す

る
性
格
で
あ
る
。
卦
身
と
六
親
福
徳
は
あ
る
交
の
卦
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
交
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位
に
よ
る
解
釈
も
、
交
の
卦
に
お
け
る
位
置
・
交
と
交
と
の
相
互
関
係
・
交
の
位
置
と
交
の
陰
陽
と
の
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
、
「
交
」

を
重
視
し
た
解
釈
で
あ
る
。

　
一
方
、
繋
辞
下
伝
「
交
有
等
、
故
日
物
」
の
注
に
、

　
　
等

は
群
な
り
。
交
中
の
義
、
群
物
交
集
す
。
五
星
四
気
、
六
親
九
族
、
福
徳
刑
殺
、
衆
形
万
類
、
皆
来
た
り
て
交
に
発
す
。
故

　
　
に

総
べ
て
之
を
物
と
謂
ふ
な
り
。

と
あ
る
。
同
じ
く
「
六
交
相
雑
、
唯
其
時
物
也
」
の
注
に
は
、

　
　
一
卦
の
六
交
は
、
則
ち
皆
八
卦
の
気
を
雑
有
す
。

と
あ
り
、
続
い
て
八
卦
の
気
を
雑
有
す
る
例
と
し
て
納
甲
な
ど
を
あ
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
交
に
群
物
が
交
集
し
、
交
が
八
卦
の
気

を
雑
有
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
干
宝
は
交
に
よ
る
解
釈
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
著
作
」
の
所
で
触
れ
た
よ
う
に
、
干
宝
の
易
論
四
篇
の
う
ち
、
『
交
義
』
の
み
が
比
較
的
後
世
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
も
、
干
宝
の
易
学
の
特
徴
が
交
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
干
宝
は
交
を
重
視
す
る
が
、
一
方
、
「
交
」
で
は
な
く
「
卦
」
に
着
目
し
た
卦
象
に
よ
る
解
釈
を
も
多
用
す
る
。
ま

た
、
互
体
も
「
卦
」
に
着
目
し
た
象
数
説
で
あ
り
、
後
天
方
位
も
八
卦
を
基
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
干
宝
易
注
に
は
「
卦
」
に
よ
る

解
釈

も
あ
る
。
し
か
し
、
垢
九
五
注
は
九
五
交
辞
を
解
く
の
に
下
卦
の
象
に
よ
っ
て
い
た
。
旅
六
五
注
・
困
初
六
注
・
漸
上
九
注
に

も
同
様
の
不
合
理
さ
が
見
ら
れ
る
。
互
体
に
よ
る
解
釈
凡
そ
三
条
の
内
の
二
条
は
右
の
よ
う
な
不
合
理
な
解
釈
の
元
と
な
っ
て
い
る
。

後
天
方
位
に
よ
る
解
釈
の
例
と
し
て
挙
げ
た
既
済
九
三
注
に
も
同
様
の
不
合
理
さ
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
交
」
を
重
視
す
る

干
宝

も
「
卦
」
に
よ
る
解
釈
を
用
い
は
す
る
が
、
そ
れ
は
交
を
説
く
場
合
に
比
べ
て
杜
撰
な
点
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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要
す
る
に
、
干
宝
易
注
に
は
、
卦
象
・
互
体
・
後
天
方
位
な
ど
「
卦
」
に
基
づ
く
解
釈
も
あ
る
。
し
か
し
、
干
宝
易
注
を
特
徴
づ

け
る
の
は
、
納
甲
・
交
位
な
ど
「
交
」
を
重
視
す
る
解
釈
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
交
に
群
物
が
交
集
し
、
交
が
八
卦
の
気
を
雑
有
す

る
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
解
釈
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
干
宝
易
注
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
「
交
の
重
視
」
が
あ
る
。

　
一
方
、
世
応
説
の
特
徴
は
、
一
つ
の
宮
に
属
す
る
八
卦
が
、
本
宮
か
ら
一
世
・
二
世
と
変
化
し
て
、
帰
魂
を
経
て
再
び
本
宮
に
帰

る
と
い
う
循
環
す
る
変
化
に
あ
る
。
ま
た
、
消
息
説
の
特
徴
も
、
陰
陽
の
消
息
に
よ
る
変
化
を
重
視
す
る
点
に
あ
る
。
従
っ
て
、
干

宝
が
世
応
・
消
息
に
よ
る
時
、
卦
交
を
静
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
変
化
す
る
も
の
と
し
て
動
的
に
捕
ら
え
る
。
例
え
ば
、
嘘

睦
初
九
注
で
は
、
嘘
嘘
の
下
卦
が
震
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
巽
が
震
に
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
解
釈
す
る
。
ま
た
、
坤

六
三
注
で

は
、
陰
気
が
第
三
交
に
静
的
に
「
在
る
」
の
で
は
な
く
、
陰
気
が
第
三
交
に
「
升
っ
て
き
た
」
と
し
て
解
釈
す
る
。
つ
ま

り
、
世
応
・
消
息
に
よ
る
解
釈
は
変
化
を
重
視
し
た
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
卦
気
は
陰
陽
消
息
を
基
と
し
て
、
消
息
説
と
深
く
関
係

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
卦
気
に
よ
る
解
釈
も
、
変
化
を
重
視
し
た
解
釈
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
卦
変
も
変
化
を
重
視
す
る
解
釈
の

一
例
で
あ
る
。

　
ま
た
、
干
宝
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
神
の
万
物
を
鼓
す
る
や
常
方
無
く
、
易
の
変
化
に
応
ず
る
や
定
体
無
き
を
言
ふ
な
り
。
（
繋
辞
上
伝
「
故
神
元
方
、
而
易
元
体
」

　
　
注
）

　
　
道

は
常
の
道
に
非
ず
、
事
は
常
の
事
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
…
是
を
以
て
聖
人
の
天
下
に
お
け
る
や
同
じ
き
に
是

　
　
と
せ
ず
、
異
な
る
に
非
と
せ
ず
。
（
雑
卦
伝
「
央
、
決
也
。
剛
決
柔
也
。
君
子
道
長
、
小
人
道
消
也
」
注
）

こ
の
二
つ
の
注
は
「
常
」
や
「
定
」
と
い
う
一
定
不
変
の
者
を
否
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
不
変
を
否
定
す
る
の
は
、
世
応
・
消
息
・
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卦
気
・
卦
変
と
い
う
変
化
を
重
視
す
る
易
解
釈
法
と
表
裏
　
体
の
関
係
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
変
化
の
重
視
」
と
い
う
こ
と
が
干
宝

易
注
の
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
干
宝
の
易
学
は
京
房
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
晋
書
』
本
伝
の
次
の
記
事
に
よ
る
。

　
　
性
陰
陽
術
数
を
好
み
、
思
ひ
を
京
房
・
夏
侯
勝
等
の
伝
に
留
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
現
行
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
六
巻
七
が
『
京
房
易
伝
』
『
京
房
易
妖
』
を
三
十
箇
所
以
上
引
用
す
る
こ
と
も
そ
の
根
拠
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

　
干
宝
が
易
解
釈
に

用

い

る
漢
易
諸
技
法
は
、
京
房
の
流
れ
を
汲
む
も
の
が
多
い
。
特
に
、
干
宝
の
易
解
釈
の
中
心
を
な
し
、
し
か

も
干
宝
注
の
交
の
重
視
・
変
化
の
重
視
と
い
う
特
徴
に
深
く
関
わ
る
納
甲
・
世
応
・
消
息
等
は
、
い
ず
れ
も
京
房
に
基
づ
く
解
釈
法

で

あ
る
。
ま
た
、
交
位
に
あ
る
特
定
の
意
味
を
与
え
る
解
釈
は
、
第
三
交
と
第
四
交
と
に
与
え
る
意
味
が
逆
に
な
っ
て
は
い
る
が
、

京
房

と
干
宝
と
に
共
通
す
る
解
釈
法
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
干
宝
易
注
は
そ
の
漢
易
諸
技
法
に
よ
る
解
釈
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
京
房

に

基
づ
く
。

一
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三
、
歴
史
家
の
易
注

干
宝

易
注
に
は
、
交
の
重
視
、
変
化
の
重
視
の
他
に
、
極
め
て
特
異
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
卦
や
交
を
歴
史
上
の
事
実
に
結
び

　
　
　
　
　
　
　
ロ
シ

つ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

卦
や

交
を
史
実
に
結
び
つ
け
る
媒
介
と
し
て
は
、
前
章
で
述
べ
た
漢
易
諸
技
法
が
用
い
ら
れ
る
。



　
　
水
運
将
に
終
ら
ん
と
し
、
木
徳
将
に
始
ま
ら
ん
と
す
。
般
周
の
際
な
り
。
百
姓
盈
ち
盈
ち
、
君
子
に
匪
ざ
れ
ば
寧
か
ら
ず
。
天

　
　
下
既
に

屯
険
の

難
に
遭
ひ
、
後
王
宜
し
く
之
を
蕩
ふ
に
雷
雨
の
政
を
以
て
す
べ
し
。
故
に
諸
侯
を
封
じ
以
て
之
を
寧
ん
ず
る
な

　
　
り
。
（
屯
象
伝
注
）

こ
れ
は
、
世
応
説
に
よ
る
。
屯
は
攻
宮
二
世
の
卦
で
あ
り
、
攻
三
の
下
卦
吹
（
五
行
に
配
当
す
る
と
水
で
股
の
徳
）
が
、
屯
一
三
で
は

震

（五
行
に

配
当
す
る
と
木
で
周
の
徳
）
に
変
化
し
た
。
従
っ
て
、
屯
卦
は
殿
周
の
際
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

　
　
革
の

初
に
在
り
て
、
応
拠
元
し
、
未
だ
以
て
動
く
べ
か
ら
ず
。
故
に
曰
く
、
輩
む
る
に
黄
牛
の
革
を
用
て
す
、
と
。
此
れ
文
王

　
　
聖
徳
有
り
て
、
天
下
の
周
に
帰
し
、
三
分
し
て
二
を
有
つ
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
殿
に
服
事
す
る
に
喩
ふ
。
（
革
初
九
注
）

こ
れ
は
、
交
位
に
よ
る
。
一
方
、
漢
易
諸
技
法
に
よ
ら
な
い
注
も
あ
る
。

　
　
井
に

し
て
泥
を
為
さ
ば
、
則
ち
食
む
べ
か
ら
ず
。
故
に
曰
く
、
食
ま
ず
、
と
。
此
れ
紺
の
政
を
微
し
、
以
て
民
を
養
う
べ
か
ら

　
　
ざ
る
に
託
す
る
な
り
。
（
井
初
六
注
）

こ
れ
は
、
交
辞
「
井
泥
不
食
」
の
意
味
を
解
き
、
そ
の
意
味
に
相
当
す
る
史
実
を
引
く
も
の
で
あ
る
。

　
右
の

よ
う
に
卦
交
と
史
実
と
を
結
合
さ
せ
る
注
は
、
六
十
四
卦
の
注
凡
そ
八
十
三
条
中
そ
の
半
数
以
上
の
四
十
九
条
に
及
ぶ
。
干

宝

は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
頻
繁
に
史
実
を
引
用
す
る
の
か
。
屯
象
伝
注
及
び
革
初
九
注
を
例
に
、
注
に
お
け
る
史
実
引
用
の
意
味
を
考

え
て
み
た
い
。

　
屯
蒙
伝
注
は
、
先
ず
、
世
応
説
に
よ
り
屯
卦
が
「
般
周
の
際
」
に
相
当
す
る
こ
と
を
解
く
。
次
い
で
「
百
姓
盈
ち
盈
ち
、
君
子
に

匪

ざ
れ
ば
寧
か
ら
ず
。
天
下
既
に
屯
険
の
難
に
遭
ひ
、
後
王
宜
し
く
之
を
蕩
ふ
に
雷
雨
の
政
を
以
て
す
べ
し
」
と
い
う
般
周
の
際
の

具
体
的
状
況

を
述
べ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
「
故
に
諸
侯
を
封
じ
以
て
之
を
寧
ん
ず
る
な
り
」
と
象
伝
「
宜
建
侯
而
不
寧
」
の
意
味
を
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敷
術

す
る
。
こ
の
注
は
、
「
史
実
の
引
用
」
↓
「
経
伝
の
解
釈
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
そ
し
て
、
史
実
の
引
用
は
経
伝
の
意
味
を
具

体
的
に
解
く
た
め
の
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
一
方
、
革
初
九
注
は
、
先
ず
、
交
位
に
よ
り
革
初
九
が
未
だ
動
く
べ
か
ら
ざ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
交
辞
「
輩
用

黄
牛
之
革
」
の
意
味
を
解
く
。
次
い
で
、
聖
徳
を
有
し
、
天
下
の
三
分
の
二
が
周
に
帰
し
な
が
ら
も
、
文
王
が
般
に
服
事
し
た
と
い

う
史
実
を
引
用
し
、
未
だ
動
く
べ
か
ら
ざ
る
状
況
を
具
体
例
を
以
て
明
確
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
経
伝
の
解
釈
」
↓
「
史
実
の
引

用
」
と
い
う
構
造
で
あ
り
、
こ
の
構
造
の
中
で
史
実
の
引
用
は
卦
交
が
示
す
時
の
状
況
を
具
体
例
を
以
て
明
確
に
す
る
と
い
う
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
「
史
実
の
引
用
」
が
前
に
あ
る
か
後
に
あ
る
か
に
よ
り
、
引
用
さ
れ
た
史
実
の
役
割
は
微
妙
に
異
な
る
。
し
か
し
、

史
実
の
引
用
が
、
経
伝
の
意
味
を
、
或
い
は
卦
交
の
示
す
時
の
状
況
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
手
段
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

は
な
い
。
つ
ま
り
、
干
宝
は
史
実
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
伝
を
抽
象
的
に
で
は
な
く
具
体
的
に
解
釈
す
る
。
干
宝
に
と
っ
て

史
実
の
引
用
は
、
易
を
具
体
的
に
解
釈
す
る
た
め
の
重
要
な
手
法
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
干
宝
が
引
用
す
る
史
実
は
、
伏
義
か
ら
漢
の
昭
帝
と
そ
の
家
臣
の
雷
光
に
ま
で
及
ぶ
。
し
か
し
、
『
周
易
集
解
』
引
く

六
十
四
卦
八
十
三
条
の
注
に
お
い
て
比
較
的
高
い
頻
度
で
登
場
す
る
人
物
は
、
周
文
王
！
十
四
条
・
紺
王
ー
十
二
条
・
周
武
王
－
十

一
条
・
周
公
－
十
条
・
周
成
王
ー
五
条
・
禄
父
（
村
の
子
）
ー
五
条
・
管
叔
察
叔
（
周
武
王
の
弟
）
　
四
条
な
ど
般
周
の
際
の
人
物

に

限
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
先
の
屯
象
伝
注
の
よ
う
に
、
個
人
名
は
な
い
が
、
段
周
の
際
の
史
実
を
引
く
注
も
多
い
。
な
ぜ
、
干
宝
は

般
周
の
際
の
史
実
に
拘
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
乾
卦
注

で
、
干
宝
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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此
れ
文
王
姜
里
に

在

る
の
交
な
り
。
（
乾
初
九
注
）

　
　
此
れ
文
王
姜
里
を
免
る
る
の
日
な
り
。
（
乾
九
二
注
）

　
　
此
れ
蓋

し
文
王
国
に
反
り
、
大
い
に
其
の
政
を
麓
む
る
の
日
な
り
。
（
乾
九
三
注
）

　
　
此
れ
武
王
兵

を
孟
津
に
挙
げ
、
寡
を
観
て
退
く
の
交
な
り
。
（
乾
九
四
注
）

　
　
此
れ
武
王
紺
に
克
ち
、
位
を
正
す
の
交
な
り
。
（
乾
九
五
注
）

な

お
、
上
九
注
に
は
史
実
の
引
用
は
な
い
が
、
「
武
功
既
に
成
る
」
と
あ
る
。
一
方
、
乾
卦
の
六
交
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
消

息
に
基
づ
く
注
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
初
九
、
九
二
、
九
三
、
・
：
上
九
と
、
陽
気
が
次
第
に
伸
長
し
て
く
る
。
干
宝
は
、
こ
の

陽
気
が
伸
長
す

る
様
と
周
王
朝
が
興
隆
す
る
様
子
と
を
重
ね
あ
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
乾
卦
の
六
交
に
周
王
朝

興
起
の

歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
雑
卦
伝
注
に
は
、

　
　
凡

そ
易
は
既
に
分
か
ち
て
六
十
四
卦
と
為
し
、
以
て
上
下
経
と
為
す
。
天
人
の
事
、
各
お
の
始
終
有
り
。
夫
子
又
序
卦
を
為
し
、

　
　
以
て

其
の

相
承
受
す

る
の
義
を
明
ら
か
に
す
。
然
ら
ば
則
ち
文
王
周
公
遭
遇
す
る
所
の
運
、
武
王
成
王
先
後
す
る
所
の
政
、
蒼

　
　
精
受
命
短
長
の
期
、
此
に
備
は
れ
り
。
（
雑
卦
伝
「
央
、
決
也
。
剛
決
柔
也
。
君
子
道
長
、
小
人
道
消
也
」
注
）

と
あ
り
、
『
周
易
』
の
上
下
経
に
周
初
の
事
跡
が
備
わ
る
と
明
言
す
る
。
乾
卦
六
交
の
注
、
及
び
こ
の
雑
卦
伝
注
に
よ
れ
ば
、
干
宝
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ

『

周
易
』
の
上
下
経
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
既
済
九
三
交
辞
が
「
高
宗
伐
鬼
方
、
三
年
克
之
」
と
股
の
高
宗
の
功
績
を
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
干
宝
は
次
の
よ
う

に
三
口
う
。
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既
済
の
家
に

在

り
て
、
先
代
の
功
を
述
べ
、
以
て
周
の
般
に
因
り
て
、
革
め
ざ
る
所
有
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
（
既
済
九
三

　
　
注
）

こ
れ
は
、
既
済
九
三
交
辞
が
般
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
実
は
周
の
こ
と
を
、
周
が
創
業
に
あ
た
り
般
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
だ
点
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
注
か
ら
も
、
干
宝
が
、
『
周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
干
宝
は
『
周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
『
周
易
』
に
投
影
さ
れ
た
歴
史
を
読

み

取

ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
周
易
』
に
投
影
さ
れ
て
い
る
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
易
義
を
発
明
し
よ
う
と
す
る
。

干
宝
易

注
が
般
周
の
際
の
史
実
を
多
く
引
用
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
易
と
は
本
来
未
来
を
占
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
投

影

さ
れ
た
歴
史
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
干
宝
の
目
は
専
ら
過
去
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
京
房
と
対
比
さ
せ
て
『
易
義
別
録
』

は
、　

　
京
氏
は

易
の

陰
陽

を
以
て
後
世
の
災
変
を
推
し
、
令
升
は
易
辞
を
以
て
周
家
の
応
期
を
推
す
。

と
言
い
、
『
経
典
釈
文
序
録
疏
証
』
は
、

　
　
干

は
以
て
往
を
察
し
、
京
は
以
て
来
を
知
る
。

と
言
う
。
京
房
の
「
後
世
の
災
変
を
推
し
」
「
来
を
知
る
」
態
度
が
予
言
者
の
態
度
で
あ
る
な
ら
、
干
宝
の
「
往
を
察
し
」
「
周
家
の

応
期

を
推
す
」
姿
勢
、
つ
ま
り
、
『
周
易
』
に
投
影
さ
れ
た
周
初
の
歴
史
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
は
歴
史
家
の
姿
勢
と
い
え
よ

う
。

一 54一



　
干
宝
が
歴
史
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
著
作
」
の
所
で
述
べ
た
。
そ
の
干
宝
の
『
周
易
』
と
い
う
経
書
の
注
に
、
歴
史
家
と
し

て

の

意
識
が
表
れ

る
の
に
不
思
議
は
な
い
。
既
に
、
史
実
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
経
伝
を
解
く
点
に
も
干
宝
の
歴
史
家
と
し
て
の

意
識
が
表
れ
て

い

る
。
そ
し
て
ま
た
、
経
書
で
あ
る
『
周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
投
影
さ
れ
た
歴

史
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
点
に
、
干
宝
の
歴
史
家
と
し
て
の
意
識
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
干
宝
易
注
は
「
歴
史
家

の

易
注
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以

上
、
干
宝
易
注
の
、
史
実
引
用
に
よ
り
経
伝
を
解
く
点
と
、
『
周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
投
影

さ
れ
た
歴
史
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
点
と
に
、
干
宝
の
歴
史
家
と
し
て
の
意
識
の
反
映
を
見
た
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
も
歴
史
家
と

し
て
の
意
識
の
反
映
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
史
通
』
に
拠
れ
ば
、
干
宝
『
晋
紀
』
は
事
実
の
あ
り
の
ま
ま

の

記
録
に

基
づ
い

て
、
そ
の
善
悪
を
顕
ら
か
に
し
た
史
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
干
宝
は
実
際
に
起
き
た
怪
異
な
事
件
を
正
確
に
記
録

す

る
と
い
う
意
図
を
以
て
『
捜
神
記
』
を
書
い
た
。
こ
の
歴
史
家
と
し
て
事
実
を
重
視
す
る
姿
勢
が
易
注
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
干
宝
は

序
卦
伝
の
注
に
お
い
て
、
易
が
乾
坤
を
首
と
す
る
理
由
を
解
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
物

天
地
に

先
だ

ち
て
生
ず
る
者
有
り
。
今
正
だ
始
め
を
天
地
に
取
る
。
天
地
の
先
は
聖
人
之
を
論
ぜ
ざ
る
な
り
。
故
に
其
の

　
　
法
象
す
る
所
、
必
ず
天
地
よ
匹
濫
だ
り
。
…
而
る
に
今
後
世
浮
華
の
学
、
強
ひ
て
道
義
の
門
を
支
離
し
、
求
め
て
虚
誕
の
域
に

　
　
入

り
、
以
て
政
を
傷
つ
け
民
を
害
す
。
登
に
議
説
珍
行
、
大
舜
の
疾
む
所
の
者
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。

こ
の
注
は
直
接
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、
「
天
地
に
先
だ
ち
て
生
ず
る
者
」
と
は
、
繋
辞
上
伝
「
易
有
太
極
、
是
生
両
儀
」
の
「
太

極
」
、
同
じ
く
繋
辞
上
伝
「
大
宿
之
数
五
十
、
其
用
四
十
有
九
」
の
不
用
の
一
、
さ
ら
に
、
『
老
子
』
二
十
五
章
「
有
物
混
成
、
先
天

地

生
、
…
吾
不
知
其
名
、
強
字
之
日
道
」
の
「
道
」
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
太
極
」
に
つ
い
て
王
弼
は
次
の
よ
う
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に
言
う
。

　
　
天
地
の
数

を
演
ぶ
る
に
、
頼
る
所
の
者
五
十
な
り
。
其
の
用
　
四
十
有
九
、
則
ち
其
の
一
は
用
ゐ
ざ
る
な
り
。
用
ゐ
ず
し
て
用

　
　
之

を
以
て
通
じ
、
数
に
非
ず
し
て
数
之
を
以
て
成
る
。
斯
れ
易
の
太
極
な
り
。
四
十
有
九
、
数
の
極
な
り
。
夫
れ
元
は
元
を
以

　
　
て

明

ら
か
に
す
べ
か
ら
ず
、
必
ず
有
に
因
る
。
故
に
常
に
有
物
の
極
に
於
い
て
、
必
ず
其
の
由
る
所
の
宗
を
明
ら
か
に
す
る
な

　
　
り
。
（
繋
辞
上
伝
「
大
術
之
数
五
十
…
」
韓
康
伯
注
引
く
王
弼
）

王
弼

は
、
大
術
の
数
五
十
の
不
用
の
一
、
つ
ま
り
「
太
極
」
を
万
有
が
由
る
所
の
宗
と
解
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
干
宝
は
「
天
地
の

先
」
は
不
可
知
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
つ
ま
り
、
王
弼
の
太
極
論
を
「
虚
誕
の
域
」
で
の
議
論
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

る
と
し
て
王
弼
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
虚
誕
を
疾
み
、
不
可
知
な
こ
と
を
論
じ
る
の
を
否
定
す
る
の
は
、
事
実
を
重
視
す
る

歴
史
家
と
し
て
の
意
識
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
事
実
を
重
視
す
る
歴
史
家
と
し
て
の
意
識
は
、
易
注
に
お
い
て
、
人
事
の
重
視
と
し
て
も
表
れ
て
い
る
。

　
　
交
は
気
を
以
て
表
れ
、
蘇
は
龍
を
以
て
興
る
。
其
の
人
事
に
関
せ
ざ
る
を
嫌
ふ
、
故
に
君
子
と
著
す
。
（
乾
九
三
注
）

　
　
陰
陽

と
言
は
ず
し
て
男
女
と
言
ふ
者
は
、
以
て
損
卦
六
三
の
辞
を
釈
す
る
に
、
人
事
を
主
と
す
る
を
指
す
な
り
。
（
繋
辞
下
伝
「
男

　
　
女
構
精
、
万
物
化
生
」
注
）

こ
の
二
つ
の
注
は
、
「
気
」
「
龍
」
「
陰
陽
」
な
ど
だ
け
で
は
人
事
と
の
結
び
つ
き
が
無
く
な
る
か
ら
、
経
伝
は
「
君
子
」
「
男
女
」
と

い

っ

た
人
事
に
直
接
関
係
す
る
言
葉
を
用
い
た
、
と
す
る
。

　
ま
た
、
干
宝
は
し
ば
し
ば
「
卦
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
「
家
」
と
い
う
文
字
を
使
う
。

　
　
四
は

三
公

た
り
、
比
の
家
に
在
り
て
、
其
の
位
を
得
。
（
比
六
四
注
）
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こ
の
他
、
師
上
六
注
・
比
六
三
注
・
喧
藍
初
九
注
・
益
六
三
注
・
豊
上
六
注
・
既
済
九
三
注
及
び
序
卦
伝
の
需
卦
に
関
す
る
部
分
の

注

が
、
「
家
」
を
「
卦
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
卦
の
六
交
を
家
族
と
考
え
、
そ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
卦
を
家
と
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
干
宝
が
人
事
を
重
ん
じ
た
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
干
宝
は
、
歴
史
家
と
し
て
の
意
識
か
ら
、
史
実
引
用
に
よ
り
易
を
解
き
、
『
周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ

て

い

る
と
し
て
そ
れ
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
事
実
を
重
視
す
る
と
い
う
意
識
か
ら
、
王
弼
の
「
太
極
」
論
を
批
判
し
、
人

事
を
重
視
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
干
宝
易
注
は
、
干
宝
の
歴
史
家
と
し
て
の
意
識
が
濃
厚
に
表
れ
た
易
注
で
あ
り
、
「
歴
史
家
の
易
注
」

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
干
宝
の

易
学
は
京
房
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
漢
易
諸
技
法
に
お
い
て
は
京
房
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
二

人
の

易
学
の
大
き
な
違
い
は
、
「
干
は
以
て
往
を
察
し
、
京
は
以
て
来
を
知
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
京
房
が
占
候
に
重
き
を
置
く
の

に

対

し
、
干
宝
は
過
去
の
歴
史
を
重
ん
じ
る
。
干
宝
の
易
注
が
京
房
の
易
注
と
根
本
的
に
違
う
の
は
、
そ
れ
が
歴
史
家
と
し
て
の
意

識
が
反
映

し
た
「
歴
史
家
の
易
注
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
歴
史
家
の
易
注
」
と
い
う
こ
と
こ
そ
干
宝
易
注
の
最
大

の

特
徴
で
あ
る
と
考
え
る
。

一 57一

注
（
1
）
　
本
稿
の
考
察
に
あ
た
り
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
本
田
済
『
易
学
　
　
成
立
と
展
開
ー
』
（
平
楽
寺
書
店
、

　
　

易
研
究
』
（
明
徳
出
版
社
、
「
九
六
三
）
、
戸
田
豊
三
郎
『
易
経
注
釈
史
綱
』
（
風
間
書
房
、
｝
九
六
八
）

一
九
六
〇
）
、
鈴
木
由
次
郎
『
漢



15　　14　13　　12　11　10

　
周
家
禄
牛
晋
書
校
勘
記
』
は
、
「
著
作
上
脱
佐
字
」
と
言
い
、
中
華
書
局
標
点
本
の
校
勘
記
は
、
周
家
禄
『
晋
書
校
勘
記
』
を
引
用
し
て
、
「
按
、
下

文
王
導
疏
可
証
」
と
言
う
。

建
興
初
、
元
帝
命
為
鎮
東
軍
諮
祭
酒
。
…
転
丞
相
軍
諮
祭
酒
、
領
郡
大
中
正
。
謹
薦
干
宝
・
萢
桃
於
朝
、
…
建
武
初
、
授
秘
書
監
、
固
譲
不
拝
。
二
晋

書
』
巻
五
十
二
華
潭
伝
）

　

（建
興
三
年
八
月
）
荊
州
刺
史
陶
侃
攻
杜
技
、
技
敗
走
、
道
死
、
湘
州
平
。
（
『
晋
書
』
巻
五
孝
慰
帝
紀
）

　

（建
武
元
年
十
一
月
）
置
史
官
、
立
太
学
。
二
．
晋
書
』
巻
六
元
帝
紀
）

　
鈴
木
氏
前
掲
書
一
〇
〇
ー
一
〇
三
頁
参
照
。

　
本
稿
で
は
専
ら
『
周
易
集
解
』
の
引
く
注
を
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
『
周
易
集
解
』
に
つ
い
て
は
『
易
学
叢
書
　
周
易
集
解
纂
疏
』
（
台
北
　
広
文
書

局
、
一
九
七
一
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。

　
黄
慶
萱

『

魏
晋
南
北
朝
易
学
書
考
侠
』
（
台
北
　
幼
獅
文
化
事
業
公
司
、
｝
九
七
五
）
三
〇
二
ー
三
〇
三
頁
は
、
『
交
義
』
『
宗
塗
』
の
み
を
干
宝
の

易
論
と
す
る
。

　
『

三
国

志
』
巻
四
　
三
少
帝
紀
注
に
「
案
張
播
・
虞
薄
・
郭
頒
皆
晋
之
令
史
、
…
惟
頒
撰
魏
晋
世
語
、
寮
乏
全
無
宮
商
、
最
為
鄙
劣
、
以
時
有
異

事
、
故
頗
行
於
世
。
干
宝
・
孫
盛
等
多
采
其
言
以
為
晋
書
、
其
中
虚
錯
如
此
者
、
往
往
而
有
之
」
と
あ
る
。
同
巻
二
十
一
・
二
十
二
の
注
も
、
具
体
的

に

『

晋
紀
』
の
謬
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
と
の
関
係
は
解
ら
な
い
が
、
旧
唐
志
に
「
晋
紀
六
十
巻
　
干
宝
撰
、
劉
協
注
」
と
あ
る
。

　

『

史
通
』
に
つ
い
て
は
『
史
通
通
釈
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。

　
福
島
正
「
『
史
通
』
疑
古
篇
論
考
」
（
「
中
国
思
想
史
研
究
」
四
、
一
九
八
↓
）
一
四
九
ー
一
五
〇
頁
参
照
。

　

『

春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
二
年
参
照
。

　
本
稿
三
〇
頁
参
照
。

　
象
数
説
に
関
し
て
は
、
恵
棟
『
易
漢
学
』
及
び
鈴
木
氏
前
掲
書
第
二
部
「
漢
代
象
数
易
の
研
究
」
を
参
照
し
た
。
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『

捜
神

記
』
に
は
、
現
在
二
十
巻
本
・
八
巻
本
・
敦
燈
本
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
十
巻
本
が
干
宝
の
原
書
に
近
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
巻
六

巻
七
は

干
宝
の

原
書
で

は
な
く
、
後
人
の
増
加
に
よ
る
と
す
る
説
も
あ
る
（
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
な
ど
）
。
な
お
、
『
捜
神
記
』
の
書
誌
に
つ
い
て

は
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。
上
村
幸
次
「
捜
神
記
私
考
」
（
「
大
谷
学
報
」
二
一
ー
四
、
一
九
四
〇
）
、
小
杉
一
雄
「
捜
神
記
批
判
」
二
史
観
L
二

五
、
一
九
四
一
）
、
豊
田
穣
「
捜
神
記
・
捜
神
後
記
源
流
考
」
（
「
東
方
学
報
」
東
京
↓
二
ー
三
、
一
九
四
一
）
、
西
谷
登
七
郎
「
五
行
志
と
廿
巻
本
捜
神

記
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
一
、
一
九
五
一
）
、
西
野
貞
治
「
捜
神
記
放
」
（
「
人
文
研
究
」
四
ー
八
、
一
九
五
三
）
、
清
水
栄
吉
「
捜
神
記
私
記
」

（「
天
理
大
学
学
報
」
一
六
、
一
九
五
四
）
、
竹
田
晃
「
二
十
巻
本
捜
神
記
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
中
国
文
学
研
究
」
二
、
一
九
六
一
）
、
多
賀
浪
砂
「
干

宝

『

捜
神
記
』
と
『
漢
書
』
『
晋
書
』
五
行
志
」
（
「
九
州
中
国
学
会
報
」
二
三
、
一
九
八
一
）

　
易
注
が

史
実
を
引
用
す
る
例
は
鄭
玄
易
注
に
も
見
ら
れ
る
。
『
周
易
集
解
』
引
く
鄭
玄
注
で
は
、
否
九
五
注
・
大
有
卦
辞
注
・
随
初
九
注
・
臨
卦
辞

注
・
遮
卦
辞
注
が
史
実
を
引
用
し
て
い
る
。

　
干
宝
が
史
実

を
引
用
し
て
易
義
を
解
く
構
造
は
こ
の
二
例
に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
こ
の
二
つ
の
型
を
基
と
し
て
い
る
。

　
干
宝
が

『

周
易
』
に
周
初
の
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
背
景
に
は
、
卦
辞
交
辞
の
作
者
を
文
王
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
干
宝
が
卦
辞
交
辞
の
作
者
を
誰
と
考
え
た
か
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
い
。

　
朱
伯
昆
『
易
学
哲
学
史
』
上
冊
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
）
二
八
八
頁
参
照
。
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